
　第６期中期経営計画より導入した「リスクアペタイト・フレームワーク（ＲＡＦ）」のスキームを継続します。

　「リスクアペタイト・フレームワーク（ＲＡＦ）」とは、事業計画（計数計画）をリスクの取得・管理と関連づけて立案し、「収益・リスク・自
己資本」に対する進捗状況を PDCA プロセスでチェックしながら修正を加え、最終的に収益とリスクの最適化をめざす取組みです。
　また、その取組みを明文化したものを「リスクアペタイト・ステートメント（ＲＡＳ）」といいます。

① リスクアペタイト指針

当金庫は、ろうきんの理念「ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営に徹して会員の信頼に応えます。」
を柱に、会員の皆さまに安心していただける健全性を保ちつつ、適度なリスクを取得して、必要な範囲で収益を高め、
健全経営に徹します。

② リスクアペタイト方針

③ リスクアペタイトの具体化
　2021 年度のリスクアペタイトの計画実現に向けた重要な管理指標（ＫＰＩ・ＫＲＩ）を以下の通り定めます。以降の年度については今後の
RAF 運営をふまえて、あらためて整理します。

④ リスクアペタイトのモニタリング
　ＲＡＦにおける収益とリスクの関係については、下記の 2 つの指標により管理し、その変動・方向性をモニタリングしています。
　各事業年度、期末に向けて定期的にこの収益とリスクの状況をモニタリングしながら、ＰＤＣＡサイクルによりチェックを行い、必要に応じて経
営方針・施策の見直しを行っていくことになります。
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「新型コロナウイルス対応　ろうきん生活支援特別融資」の取扱い開始 

2020 年 4 月より、業態統一の融資商品として「新型コロナウイルス対応生活支援特別融資」の取扱いを開始しました。

「生活支援強化月間」の取組み
 

従来の季節キャンペーン期間（6－7 月、11－12 月）を「生活支援強化月間」と定め、「新
型コロナウイルス感染症」の影響を受けた勤労者の皆さまの相談体制を強化しました。

【1】リスクアペタイト・フレームワーク（ＲＡＦ）の導入

【2】2021年度事業計画におけるリスクアペタイト・ステートメント（ＲＡＳ）

（注 1）KPI（Key Performance Indicator）：重要業績評価指標。組織の目標達成度合いを定義する補助となる計量基準群であり、
RAF では主に財務に係る RA でのリターン指標を示しています。

（注 2）KRI(Key Risk Indicator)：重要リスク指標。RA として設定するリスクの種類と水準を示しています。
（注 3）コア ROA ： 総資産平残に対するコア業務純益の比率。総資産をいかに効率的に金庫本業の収益に結び付けているかを示す指

標で、高いほど収益性が高いといえます。
（注 4）コア OHR ： コア業務粗利益に対する経費の割合。コア業務粗利益とは、業務粗利益より国債等債券売却損益を控除したもの

で、数値が低いほど金庫本業の効率性が高いことを示します。
（注 5）有価証券 10bpv：金利が 0.1％変動した場合の有価証券（債券）の現在価値の変動額を示しています。
（注 6）無担保個人貸出 UL：個人の無担保ローンを対象に 100 回に 1 回の割合で発生しうる最大損失額を示しています。

①　取得リスク率　　　＝　取得リスク量　　÷　　　残高
②　取得リスク利益率　＝　　　収益　　　　÷　 取得リスク量

※　①の「取得リスク率」は、残高に対してどの程度のリスク量を取得しているかの割合です。
※　②の「取得リスク利益率」は、取得しているリスク量に対して、どの程度の収益を得ているかの割合です。
※　この 2 つの指標を掛けると、通常の利益率（利回り）になります。（残高を平残とした場合）

　2021 年度事業計画のＲＡＳを以下の通り定めます。

・市場リスク（金利リスク）については市場環境や当金庫の預貸バランスを勘案のうえ、低減・維持・復元等柔軟に対
応することで、収益の適正化を図ります。

・信用リスクについて、貸出金の量の増加だけでないリスクランクに応じた取得量や、有価証券の格付けに応じた取得
量の設定を検討します。

・「資本配賦」「取得リスク量」「収益性」を関連付ける指標を検討します。

（ア） ＫＰＩ　（注 1） （イ） ＫＲＩ　（注 2）

金利リスク

信用リスク

有価証券 10bpv  （注 5）

無担保個人貸出 UL  （注 6） 390 百万円

2,900 百万円

項 目 計画値 項 目 計画値

自己資本比率

コア ROA  （注 3）

コア OHR  （注 4）

健全性

収益性

効率性

9.41%

0.16%

80.67%

「認知症サポーター養成講座」の取組み

認知症への正しい知識と理解を深め、地域の共生に繋がる取組みとして全役職員を対象
に認知症サポーターの資格取得に取組みました。認知症サポーターがいる店舗には「認知症
サポーターがいます」のステッカーを掲示しております。また、資格を取得した職員は認知
症サポーターの証であるオレンジリングを身に着けています。

東北ろうきん　東日本大震災復興展示室の一般公開開始

当金庫では東北各地域の震災から復興までの歩みを心にとどめ、また東北ろう
きんの震災時の対応を記録することを目的に、当金庫が復興の拠点と位置付ける
大船渡支店３階に「東北ろうきん　東日本大震災復興展示室」を設置し、2021 年
４月より一般公開を開始しました。

34

事
業
概
況

管
理
体
制

ろ
う
き
ん
の
概
要

ト
ピ
ッ
ク
ス

営
業
の
ご
案
内

財
務
デ
ー
タ

事
業
概
況

管
理
体
制

ろ
う
き
ん
の
概
要

ト
ピ
ッ
ク
ス

営
業
の
ご
案
内

財
務
デ
ー
タ

資
産
内
容
の
開
示

資
産
内
容
の
開
示


